
「越谷甲冑めぐり」（旧日光街道沿いで開催）にて、葱音頭に飛び入り参加

新方川浸水被害緊急対策に１０億円！
　昨年9月の関東・東北豪雨は、越

谷市で観測史上最大となる48時間

で301.5mmの降雨を記録するな

ど、県の南東部を中心に甚大な被害

をもたらしました。特にせんげん台

駅をはじめ1800戸を超える床上床

下浸水が発生しました。

　私が所属している会派（当時は民

主党・無所属の会）では、9月13日に

「今般の台風18号の被害について調

査と対策を求める件」の要望書を提

出し、知事と会談を行いました（写真）。

　その後、11月17日には高橋努

市長から上田知事に対して、平成

27年9月関東・東北豪雨による浸

水被害に関する要望書が提出さ

れました。これらの要望を受けて、

埼玉県議会２月定例会で新方川

浸水被害緊急対策事業費10億円

が予算化されました。一般的には

数年かかる事業ですが、

1年間で緊急的に堤防の

嵩上げなどの工事を実施

する計画です。

　この工事と越谷

市の内水排除（ポ

ンプ設置）と連携し

て床上浸水ゼロ、

床下浸水半減を目

指しています。

　初夏の風が清々しい季節を迎え

ています。いかがお過ごしですか。

新しい政党「民進党」の誕生を受

け、私が所属する会派名も「民進

党・無所属の会」となり、代表に浅

野目義英県議が就任されました。

　私の所属常任委員会は、福祉保

健委員会から県土都市整備委員会

へ。特別委員会は、少子・高齢福

祉社会対策委員会から自然再生・

循環社会対策特別委員会に変わり

ました。

　県議会全体では、私たちの会派

からの要望により、議案前文の公

開、委員会議事録の公開、議会中

継のスマホ視聴化、本会議のテレ

ビ放送などが実

現しています。

　今後も開かれ

た議会を目指し、

議会本来の役割

に力を注いでいき

たいと考えていま

す。県政をもっと

身近に感じて頂

けるように、情報

発信してまいりますので、ご指導・

ご鞭撻賜りますようお願い申し上

げます。

民進党・無所属の会として、新たなスタート！

⇒堤防のかさ上げイメージ図　

⇒

対象河川の位置図（赤線）
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内水を河川に排水
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　去る３月25日に、2016年度埼玉

県予算が成立しました。

　上田知事は、「2025年問題に

総合的に取り組む」「将来の危機を

見すえる」ことを強調し、３大重点

事業の一つに「シニア革命」（右ペー

ジ参照）を挙げました。

　「人材の開発」では、少子化対

策に重点投資、若年世帯や多子世

帯向け住宅の供給にも心を配って

います。

　「稼ぐ力の強化」では、ナノカー

ボンやロボットなどの次世代産業を

育成するため、“先端産業プロジェ

クト”に18億円を投資することにな

りました。

　また、小児医療センターの移築な

ど、さいたま新都心の医療拠点整備

（中央区）、順天堂大学医学部付

属病院への支援（緑区）など、命を

守るための医療強化に巨費を投じ

る予算編成です。

　埼玉会館の全面改修（浦和区）、

2019年に開催される、ラグビーワー

ルドカップに向けた埼玉会場の改修

（熊谷市）など、文化スポーツにも

集中投下することになります。

上田県政最大規模 1兆8805億円
平成28年度埼玉県当初予算が成立

小さな命を守る「小児医療センター」が、 間もなく完成！
　小児医療センターは2011年、建物の老

朽化と耐震の問題から、さいたま新都心

への移転が決定しました。2013年に着工

し、間もなく完成となります。

　新しい小児医療センターでは、新生児

集中治療室（NICU)が１５床から２０床

へ。新生児治療回復室（GCU)が27床が

48床へ増床されます。

　また、小児集中治療室（PIPU)も１４床

新設され、同時移転してくる「さいたま赤

十字病院」と連結連携して、小さな命を守

り抜くシステムは飛躍的に充実します。

・順天堂大学医学部付属病院などの整備推進

・小児医療センター新病院建設推進

・地域包括ケア推進の在宅医療体制の充実・強化

・先端産業創造プロジェクト

・アクティブシニア活躍支援事業

・私学助成

・埼玉県独自の学力・学習状況調査

・サイバー攻撃に対する情報セキュリティーの強化

・堤防機能強化対策

・エコタウンプロジェクト

・健康長寿プロジェクト

・ウーマノミクスプロジェクト　　

・ラグビーワールドカップ熊谷ラグビー場などの改修

・インターチェンジアクセス道路整備　

………………………………… 63.10

…………………………………………… 163.96

……………………………… 7.57

………………………………………………………… 18.42

…………………………………………………… 1.77

……………………………………………………………………………… 478.64

………………………………………………… 2.16

…………………………… 1.89

…………………………………………………………………… 11.40

……………………………………………………………… 2.27

………………………………………………………………… 3.96

………………………………………………………… 4.06

……………………… 40.60

…………………………………………… 22.15

主な新規・拡大事業

〈一般会計歳入・歳出予算の内訳〉
　　　　　　　　　　総額は歳入・歳出とも1兆8805億円

歳入
単位(億円)

歳出
単位(億円)

県税

7,640

民生費

3,477

農林水産業費  233

衛生費  700

労働費  58

商工費  172

土木費  1,061

警察費  1,440

教育費

5,341

公債費

2,784

その他
2,587

総務費  933議会費  32

地方消費税

清算金

2,133

地方交付税

2,104

国庫支出金

1,764

地方譲与税

990

その他

1,771

県債

2,404

単位(億円)

み

てみ
て！



※この他に、『稼ぐ力』の強化、『人財』の開発

①「アクティブシニア応援協議会」

を設置

②地域デビューを後押しする組織

やシニアの相談窓口となるシニ

ア活動ナビゲーターを設置する

市町村への助成

③シニアボランティア・専門家のボ

ランティアの養成

④セミナー、カウンセリング、資

格・技能の習得、就職まで一体的

に支援するセカンドキャリアセン

ター８ヵ所の設置・運営

①潜在介護職員の復職支援

②高齢者等の介護事業所への就労

支援

③介護未経験者の職場体験・初任

者研修受講・就労を支援

④優良介護事業所の認証

⑤介護ロボットの導入支援

⑥新任介護職員を対象とした研修

および交流イベント実施

⑦介護のイメージアップ

⑧介護支援専門員の研修実施機関

への経費の一部補助

⑨非正規雇用労働者等へ介護の職

場体験を実施

①「健康長寿埼玉モデル」を実施

する市町村に助成

②健康づくりに取り組むきっかけと

なるマイレージ制度の構築

③健康長寿サポーターを養成する

市町村への助成

①糖尿病重症化のハイリスク者を

抽出し受診推奨・保健指導実施

②薬局での糖尿病簡易検査のモデ

ル事業を実施

重点事業「シニア革命」
2025年問題（超高齢社会）に立ち向かう！！

アクティブシニアの
活動（地域活動・就業）支援

介護人材の確保・
定着の推進

健康長寿埼玉
プロジェクトの推進

糖尿病患者の重病化予防

予算

15億

5900万円

予算

2億

700万円

予算

3億

4500万円

予算

3億

9600万円

（万人） （％）

日本一のスピード

埼玉県の人口と高齢化率（65歳以上の高齢人口が総人口に占める割合）の推移

出典：「国勢調査」（総務省統計局）など

28.4％

年

迫りくる2025年問題の解決のための、さまざまな事業に重点をおいた予算組みとなっています（赤字は新規事業）。

新
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約700万人

埼玉県における2025年問題
　2025年には人口が減少傾向に入る。その

時、65歳以上の人口は204万人に。1995年に

同人口が68万人だったことを考えると、驚異的

な伸びである。

　このままだと介護職員が2万7000人不足し、

糖尿病患者は急増する。当然、医師・介護の需

要が爆発的に増加し、県は対応に追われる

ことが予測されている。



山本まさのの「一般質問」

傍聴に、ぜひ、おいでください！

  日時：20１6年6月10日（金）午後1 時より

　　　（傍聴者控室に１２時３０分までに集合）

　　　     場所 ：埼玉県議会議事堂（県庁敷地内）

　　　　　　    ・ＪＲ浦和駅（西口）から県庁通りを西へ約800メートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徒歩約10分）

　　　　　　    ・首都高速埼玉大宮線浦和南インターチェンジから約10分 

※原則的には現地集合・現地解散です。

※議会事務局に傍聴者名簿を提出しな

ければなりませんので、参加を希望さ

れる方は、6月3日（金）までにＦＡＸ・e

メール・電話等でご連絡ください。

■連絡先

FAX ： 048-962-8121

eメール：
masano.yamamoto@sea.plala.or

（埼玉県議会  民進党・無所属の会  越谷支部）

電 話 ： 048-833-1710
　　　　　（県議会控室　平日8：30～17：15）

行ってみようかな… という方へ

予算特別委員会の審査方法

変更により知事答弁激減

　昨年12月定例会において、4

会派反対の中、自公の強硬採決

により予算特別委員会の審査方

法が変更されました。上田知事

に直接質問できる時間が16.5時

間から2.5時間となる等、変更

内容は議会審査自体を後退させ

ました。

　今まで

の予算特

別委員会

では、各

部局をま

た が る

様々な角度からの質問に対し、

上田知事が大局的な見地で答弁

されていました。

　横断的な取り組みに関する質

問に対しては、やはり上田知事の

判断が必要であり、予算特別委員

会での質問で上田知事が即答し

実現した事業が多々ありました。

　それが予算特別委員会の醍醐

味でしたが、今回の要綱変更で知

事に直接質問できる時間が少なく

なり、議論が深まらなかったのが、

非常に残念です。

数の力で附帯決議

　また、埼玉スマートアグリ推進

事業執行に係る補助金支出停止

の決議が数の力で採決された事

は重大な問題です。

　埼玉スマートアグリ推進事業

とは、国が新時代の収益性の高

い農業を目指し、民間と共同で

栽培技術の研究を進める事業（全

国）の一環で、埼玉ではトマトの

ハウス栽培技術の研究

施設をイオングループの

運営で久喜市に作る計

画でした。研究成果は県

内農家に還元される事

業です。

　既に民間事業者との

契約も整い、国からの補

助金交付が決定されて

います。これに対し自民

会派から「県内農家への

影響が懸念される」との

理由で、懸念が払しょく

されるまでの間「執行停止」とす

る附帯決議が付けられました。

　しかし、この施設で栽培され

る予定のトマトは、県内消費量の

１.5％程度である上、研究成果

の生産技術は県内農家に還元さ

れるものなのに、これをダメだと

するのは理解に苦しみます。

　この執行停止は、民間事業者

への損害賠償や、国への交付金

返金など、多大な損害を県にも

たらしかねないもので、今後の

経過が心配です。

２月定例会の

出来事から 事業に係る補助金支出が執行停止に！
⇒

朝日新聞
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